
　　年　　月　　日
博士学位論文の公開方法に関する申請書

慶應義塾大学

社会学研究科委員長　殿
　学位規則第9条に定める博士学位論文の公表について，以下のとおり申請します。

学位を取得した際には，社会学研究科が行う本申請の審査結果に従い，慶應義塾大学学術情報リポジトリ（KOARA）に登録してインターネット公表することに同意します。なお，当該博士学位論文（全文または要約）をインターネット公開することによって，申請者本人の他に帰属する著作権等の権利を侵害することはありません。

	申請者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	電話番号
	

	E-Mail
	


	学位申請区分
	□　甲：課程による博士
（いずれかにチェック）
□　乙：論文による博士　　　　　　　

	論文題目
	

	公表方法
	· 論文全文を公表　　　　　　　　　（いずれかにチェック）

· 論文要約のみを公表　　　

	（要約のみ公表を希望する場合）

その理由

※別途理由書を添付
	（複数選択可／当てはまるものすべてにチェック）

· 個人情報等にかかる制約があるため

· １年以内に出版刊行する予定があるため（注）
· 特許申請している情報や特許申請を予定している情報が含まれているため

· その他（インターネット公表ができない内容を含む、あるいはインターネット公表により生じる不利益がある）

	

	（注）博士学位取得後１年以内に、出版された図書、あるいは出版契約書またはそれに
準じるもののコピーを提出してください。

提出されない場合は論文全文を公表します。

	【裏面あり】

	

	（全文公表の場合）

公表開始日
	· 学位取得後すぐに公表可能　　　　　（いずれかにチェック）
· 西暦　　　　年　　月　　日から（学位取得日から1年以内）

	出版情報
	以下の出版刊行物または学術誌において，（いずれかにチェック）
· 既に全文が発表されている

· 既に一部が発表されている※
※学位請求論文における該当章・ページ等を記入すること　　　　　　　　　　　
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
出版刊行物または学術誌の情報：

（出版刊行の場合は，書籍名，著者名，出版社，出版年等を，
学術誌へ掲載の場合は，論文名，著者名，雑誌名，巻・号，

出版年，ページ，URL等を記入すること）

	その他、

申請時の特記事項
	

	
	

	指導教員

確認署名欄
	指導教員氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


【注意事項】
　・慶應義塾大学に申請者本人の指導教員が在籍している場合には，当該指導教授と相談の上，本申請用紙を作成し，上記所定欄に署名捺印をもらってください。

（大学使用欄：以下には何も記入しないこと）

	審査決定日
	　　　年　　月　　日　研究科委員会承認

	公表方法
	□全文公表　　□要約のみ公表

	公開開始日
	　　　年　　月　　日　以降可能とする

	特記事項
	


